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住商コスメティクス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：秋山光、以下「住商コ

スメ」）は、2023 年 4 月にイノベーションセンターを開所します。 

 

化粧品市場が激しく変化する中、住商コスメとして海外グループ会社（素材メーカー及び素

材販売会社）との連携強化を進めることと同時に、日本の素材事業提携先と共同で素材開発

に着手しています。イノベーションセンターの開所により、化粧品メーカーへの新たな貢献

並びにジャパン・ビューティー(J-beauty)の更なる価値創造の実現を目指します。 

 

住商コスメはこの新設イノベーションセンターと海外販売会社（欧州 SACI-CFPA、北米

Presperse Corporation、南米 Cosmotec International）のラボラトリーとの一体運営を前提

に準備を進めています。各種プロジェクトの共有化・それぞれの役割を定めることでビジネ

ス開発スピードを限りなく短縮することに加え、化粧品国内外の法規制への対応強化を実

現します。 

また J-beauty を海外グループ会社へ発信することも大きな役割の一つと捉え、海外グルー

プ会社の R&D 人員のイノベーションセンターへの派遣（駐在、⾧期出張）も積極的に実施

し、素材事業提携先と共に各地域での日本の化粧品素材のプレゼンス向上を図ります。 

 

イノベーションセンターには共創の場として「コラボレーションエリア」と銘打つ、社外関

係者との直接交流を行うスペースを設けます。単なる打ち合わせスペースではなく、処方作

成等の実験を同エリア内で実施出来る設計とし、国内外の協業先の開発者を呼び込み、対面

での技術交流による新たな価値創造を目指します。 

イノベーションセンター開所について 



 

「実験エリア」には素材開発、処方開発、品質評価等、化粧品素材販売事業における付加価

値創出を実現するための一連の研究実験機器を揃えます。自社及び海外グループ会社にお

いて自律的でスピーディーな提案型販売を実現し、販売力の強化に繋げます。 

 

また、住商コスメではこれまで SDGs 視点での素材開発や素材供給を重視してきましたが、

イノベーションセンター内の什器類についてもサステナビリティを重視し、廃プラスチッ

クや廃材を用いて製造された製品等の環境負荷の低い製品を積極的に採用しています。 

イノベーションセンターの開設により、クリーン素材・グリーン素材の取り扱いをさらに加

速させ、サステイナブルな化粧品開発に貢献していきます。 

 

【完成イメージ（コラボレーションエリア）】 

 

 

【住商コスメティクス・イノベーションセンター 住所】 

〒213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸三丁目 2 番 1 号 

かながわサイエンスパーク R&D 棟 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 住商コスメティクス株式会社 化粧品素材事業部 

TEL:03-6212-0125 〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋一丁目 2 番 2 号 


